
(57)【要約】

【課題】超音波プローブ装置を見ただけで、超音波診断

装置本体に超音波プローブ装置を正常に結合できたか否

かを視認できるようにする。

【解決手段】超音波プローブ装置１００のコネクタボッ

クス１０にアクティブ状態表示用ＬＥＤ１５ａおよびス

リープ状態表示用ＬＥＤ１５ｓを設ける。インジケータ

制御部１５ｃは、超音波診断装置本体からアクティブフ

ラグセット信号を受け取り且つロック機構のスイッチ１

５ｄが「オン」ならアクティブ状態表示用ＬＥＤ１５ａ

を点灯する。また、超音波診断装置本体からスリープフ

ラグセット信号を受け取り且つロック機構のスイッチ１

５ｄが「オン」ならスリープ状態表示用ＬＥＤ１５ａを

点灯する。

【効果】超音波診断装置本体に超音波プローブ装置１０

０を結合した時、インジケータ部１５の点灯状態を見れ

ば、正常に結合できたか否かが判る。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 結 合 さ れ る コ ネ ク タ 部 を 第 １ 面 に 有 す る と 共
に 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 を 正 常 に 結 合 し た 状 態
で 点 灯 す る イ ン ジ ケ ー タ 部 を 第 ２ 面 に 有 す る コ ネ ク タ ボ ッ ク ス と 、 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス
に ケ ー ブ ル で 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 面 が 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 面 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、
当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 状 態 が 変 わ る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ
ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 色 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ
ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、
当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 光 度 が 変 わ る こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ３ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー
タ 部 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 の と き に 点 灯 す る 光 源 と ス リ ー プ 状 態
の と き に 点 灯 す る 光 源 と を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー
タ 部 は 、 ネ ー ム プ レ ー ト を 兼 ね て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 診 断
装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 を 結 合 し た 状 態 で ロ ッ ク す る ロ ッ ク 機 構
を 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に 具 備 し 、 前 記 ロ ッ ク が 解 除 さ れ て い る 状 態 で は 前 記 イ ン ジ ケ ー
タ 部 は 点 灯 し な い こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 、 前 記 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 結 合 さ れ
る コ ネ ク タ 部 を 第 １ 面 に 有 す る と 共 に 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前
記 コ ネ ク タ 部 を 正 常 に 結 合 し た 状 態 で 点 灯 す る イ ン ジ ケ ー タ 部 を 第 ２ 面 に 有 す る コ ネ ク タ
ボ ッ ク ス と 、 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に ケ ー ブ ル で 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 と を 具 備 し た こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 面 が 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 面 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前
記 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 状 態 が 変 わ る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 色 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
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装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 光 度 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、
前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 の と き に 点 灯 す る 光 源 と ス リ ー プ 状 態 の と き に
点 灯 す る 光 源 と を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ
部 は 、 ネ ー ム プ レ ー ト を 兼 ね て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 診 断 装
置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 を 結 合 し た 状 態 で ロ ッ ク す る ロ ッ ク 機 構 を
前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に 具 備 し 、 前 記 ロ ッ ク が 解 除 さ れ て い る 状 態 で は 前 記 イ ン ジ ケ ー タ
部 は 点 灯 し な い こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 超 音 波
プ ロ ー ブ 装 置 を 見 た だ け で 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 正 常 に 結 合 で き
た か 否 か を 知 る こ と が 出 来 る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 操 作 部 と 同 一 方 向 面 に プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 を 設 け た 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 、 超 音
波 診 断 装 置 本 体 の 操 作 部 と 同 一 方 向 面 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 種 類 を 目 視 に て 識 別 す る た
め の 情 報 表 示 部 を 設 け た 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ８ ８ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の 表 示 部 を 見 れ ば 、 超 音 波 診
断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 正 常 に 結 合 で き た か 否 か を 知 る こ と が 出 来 た 。
　 し か し 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 見 た だ け で は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装
置 を 正 常 に 結 合 で き た か 否 か を 知 る こ と が 出 来 な い 問 題 点 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 見 た だ け で 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超
音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 正 常 に 結 合 で き た か 否 か を 知 る こ と が 出 来 る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 お よ
び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 結 合 さ れ る コ
ネ ク タ 部 を 第 １ 面 に 有 す る と 共 に 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ
ネ ク タ 部 を 正 常 に 結 合 し た 状 態 で 点 灯 す る イ ン ジ ケ ー タ 部 を 第 ２ 面 に 有 す る コ ネ ク タ ボ ッ
ク ス と 、 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に ケ ー ブ ル で 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 と を 具 備 し た こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ
装 置 を 結 合 し た 時 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 状 態 を 見 れ ば 、 正 常 に 結 合 で き た か 否 か を 知 る
こ と が 出 来 る 。 よ っ て 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 結 合 し た 時
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の 姿 勢 か ら 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の 表 示 部 を 見 る 必 要 が な く な り 、 操 作 者 の 負
担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記
第 ２ 面 が 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波
プ ロ ー ブ 装 置 を 結 合 し た 時 の 視 界 に イ ン ジ ケ ー タ 部 が 入 る か ら 、 自 然 に チ ェ ッ ク で き る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ ま た は 前 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ
状 態 か で 点 灯 状 態 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 結 合 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 外 す 時 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装
置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 で あ っ て は な ら な い 。 つ ま り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 外 す 前 に 、 超 音
波 プ ロ ー ブ 装 置 が ス リ ー プ 状 態 に あ る こ と を 確 認 す る 必 要 が あ る 。 従 来 は 、 超 音 波 診 断 装
置 本 体 の 表 示 部 を 見 て 確 認 し て い た 。
　 上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 超 音
波 プ ロ ー ブ 装 置 を 外 そ う と し た 時 の 姿 勢 か ら 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の 表 示 部 を
見 る 必 要 が な く な り 、 操 作 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記
イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 色
が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 色 を 見 て 、 超 音
波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 操 作 者 が 視 認 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ３ ま た は 前 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ
状 態 か で 点 灯 光 度 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 の 明 る さ を 見 て
、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 操 作 者 が 視 認 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ３ か ら 前 記 第 ５ の い ず れ か の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ
ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 の
と き に 点 灯 す る 光 源 と ス リ ー プ 状 態 の と き に 点 灯 す る 光 源 と を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 ど の 光 源 が 点 灯 し て い る の か を 見 て 、
超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 操 作 者 が 視 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ か ら 前 記 第 ６ の い ず れ か の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ
ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 ネ ー ム プ レ ー ト を 兼 ね て い る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 型 番 を 示 す ネ ー
ム プ レ ー ト の 領 域 を 活 用 で き る の で 、 小 型 の コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ か ら 前 記 第 ７ の い ず れ か の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ
ー ブ 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 を 結
合 し た 状 態 で ロ ッ ク す る ロ ッ ク 機 構 を 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に 具 備 し 、 前 記 ロ ッ ク が 解 除
さ れ て い る 状 態 で は 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 点 灯 し な い こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装
置 を 提 供 す る 。
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　 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 状 態 を 見 て 、 正
常 に ロ ッ ク で き た か 否 か を も 判 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 、 前 記
プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 結 合 さ れ る コ ネ ク タ 部 を 第 １ 面 に 有 す る と 共 に 前 記 超 音 波 診 断 装 置
本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 を 正 常 に 結 合 し た 状 態 で 点 灯 す る イ ン ジ ケ ー
タ 部 を 第 ２ 面 に 有 す る コ ネ ク タ ボ ッ ク ス と 、 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に ケ ー ブ ル で 接 続 さ れ
た 超 音 波 探 触 子 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
を 結 合 し た 時 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 状 態 を 見 れ ば 、 正 常 に 結 合 で き た か 否 か を 知 る こ と
が 出 来 る 。 よ っ て 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 結 合 し た 時 の 姿
勢 か ら 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の 表 示 部 を 見 る 必 要 が な く な り 、 操 作 者 の 負 担 を
軽 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第
２ 面 が 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ
ロ ー ブ 装 置 を 結 合 し た 時 の 視 界 に イ ン ジ ケ ー タ 部 が 入 る か ら 、 自 然 に チ ェ ッ ク で き る よ う
に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ９ ま た は 前 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置
に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ
状 態 か で 点 灯 状 態 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 か ら 超 音 波
プ ロ ー ブ 装 置 を 外 そ う と し た 時 の 姿 勢 か ら 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の 表 示 部 を 見
る 必 要 が な く な り 、 操 作 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記
イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 色
が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 色 を 見 て 、 超 音 波
プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 操 作 者 が 視 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記
イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か で 点 灯 光
度 が 変 わ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 の 明 る さ を 見 て 、
超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 操 作 者 が 視 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 １ １ ま た は 前 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装
置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 の と き に
点 灯 す る 光 源 と ス リ ー プ 状 態 の と き に 点 灯 す る 光 源 と を そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ど の 光 源 が 点 灯 し て い る の か を 見 て 、 超
音 波 プ ロ ー ブ 装 置 が ア ク テ ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 操 作 者 が 視 認 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ９ か ら 前 記 第 １ ４ の い ず れ か の 観 点 に よ る 超 音 波
診 断 装 置 に お い て 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 、 ネ ー ム プ レ ー ト を 兼 ね て い る こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 型 番 を 示 す ネ ー ム
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プ レ ー ト の 領 域 を 活 用 で き る の で 、 小 型 の コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 前 記 第 ９ か ら 前 記 第 １ ５ の い ず れ か の 観 点 に よ る 超 音 波
診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 に 前 記 コ ネ ク タ 部 を 結
合 し た 状 態 で ロ ッ ク す る ロ ッ ク 機 構 を 前 記 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス に 具 備 し 、 前 記 ロ ッ ク が 解 除
さ れ て い る 状 態 で は 前 記 イ ン ジ ケ ー タ 部 は 点 灯 し な い こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を
提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 状 態 を 見 て 、 正 常
に ロ ッ ク で き た か 否 か を も 判 定 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超
音 波 プ ロ ー ブ 装 置 を 結 合 し た 時 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 の 点 灯 状 態 を 見 れ ば 、 正 常 に 結 合 で き た
か 否 か を 知 る こ と が 出 来 る 。 よ っ て 、 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
を 結 合 し た 時 の 姿 勢 か ら 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 の 表 示 部 を 見 る 必 要 が な く な り
、 操 作 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本
発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 実 施 例 １ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ と を 具
備 し て な る 。
　 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ は 、 正 面 の 下 部 に ３ 基 の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 ３ を 有 す る と 共 に 、
表 示 部 ４ や タ ッ チ パ ネ ル 部 ５ を 有 し て い る 。
　 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ は 、 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス １ ０ と 、 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス １ ０ に ケ ー
ブ ル ２ ０ で 接 続 さ れ た 超 音 波 探 触 子 ３ ０ と を 具 備 し て な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ の 外 観 図 で あ る 。
　 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス １ ０ の 正 面 に は 、 イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ と 、 ロ ッ ク レ バ ー １ ７ と が 設 け
ら れ て い る 。 図 に 現 れ て い な い 背 面 に は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 ３
に 結 合 さ れ る コ ネ ク タ 部 （ 図 ３ の １ １ ） が 設 け ら れ て い る 。
　 イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ の 型 番 「 Ａ ０ １ 」 を 示 す ネ ー ム プ レ
ー ト を 兼 ね て い る 。
　 ロ ッ ク レ バ ー １ ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 立 て た 位 置 に あ る と き 、 ロ ッ ク が 解 除 さ れ て お
り 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 ３ に コ ネ ク タ 部 （ 図 ３ の １ １ ） を 結 合 し
た り 、 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 ３ か ら 外 し た り す る こ と が 出 来 る 。 そ し て 、 超 音 波 診 断 装 置 本
体 ２ の プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部 ３ に コ ネ ク タ 部 （ 図 ３ の １ １ ） を 結 合 し た 状 態 で 、 図 １ に 示 す
よ う に ロ ッ ク レ バ ー １ ７ を ９ ０ ゜ 回 転 さ せ る と 、 結 合 状 態 を ロ ッ ク す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ の 機 能 を 示 す 構 成 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス １ ０ に は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ か ら コ ネ ク タ 部 １ １ を 介 し て パ ワ ー
が 供 給 さ れ る 。
　 イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ か ら コ ネ ク タ 部 １ １ を 介 し て 受 け 取 っ
た 送 信 制 御 信 号 を 信 号 処 理 部 １ ３ に 伝 達 す る と 共 に 信 号 処 理 部 １ ３ か ら 受 け 取 っ た エ コ ー
信 号 を コ ネ ク タ 部 １ １ を 介 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ に 伝 達 す る 。
　 信 号 処 理 部 １ ３ は 、 送 信 制 御 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 探 触 子 ３ ０ の エ レ メ ン ト を 駆 動 す る
と 共 に 、 超 音 波 探 触 子 ３ ０ の エ レ メ ン ト で 受 信 し た 超 音 波 エ コ ー に 基 づ く エ コ ー 信 号 を 発
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生 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ は 、 緑 色 で 明 る い ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ａ と 、 オ レ ン ジ
色 で や や 暗 い ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｓ と 、 ロ ッ ク 状 態 で 「 オ ン 」 に な る ス イ ッ チ
１ ５ ｄ と 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ａ お よ び ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｓ の
点 滅 を 制 御 す る イ ン ジ ケ ー タ 制 御 部 １ ５ ｃ と か ら な る 。
　 ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ａ と ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｓ は 、 半 透 明 の ネ
ー ム プ レ ー ト の 内 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 イ ン ジ ケ ー タ 制 御 部 １ ５ ｃ は 、 ２ ビ ッ ト の フ ラ グ を 有 し て い る 。
　 こ の フ ラ グ は 、 通 電 開 始 時 に 「 ０ ０ 」 に パ ワ ー オ ン リ セ ッ ト さ れ る 。 ま た 、 超 音 波 診 断
装 置 本 体 ２ か ら コ ネ ク タ 部 １ １ お よ び イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ２ を 介 し て 受 け 取 っ た ア ク テ ィ
ブ フ ラ グ セ ッ ト 信 号 に よ り 「 １ ０ 」 に な る 。 さ ら に 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ か ら コ ネ ク タ
部 １ １ お よ び イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ２ を 介 し て 受 け 取 っ た ス リ ー プ フ ラ グ セ ッ ト 信 号 に よ り
「 ０ １ 」 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 イ ン ジ ケ ー タ 制 御 部 １ ５ ｃ は 、 フ ラ グ が 「 ０ ０ 」 な ら 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用
Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ａ お よ び ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｓ を 点 灯 し な い 。 ま た 、 フ ラ グ が 「 １
０ 」 で 且 つ ス イ ッ チ １ ５ ｄ が 「 オ ン 」 な ら ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ａ を 点 灯 す る
。 さ ら に 、 フ ラ グ が 「 ０ １ 」 で 且 つ ス イ ッ チ １ ５ ｄ が 「 オ ン 」 な ら ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ
Ｅ Ｄ １ ５ ｓ を 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 例 １ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ お よ び 超 音 波 診 断 装 置 １ に よ れ ば 、 次 の 効 果 が 得
ら れ る 。
（ １ ） 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ を 結 合 し た 時 、 イ ン ジ ケ ー タ 部
１ ５ が 緑 色 ま た は オ レ ン ジ 色 に 点 灯 し て い れ ば 、 正 常 に 結 合 で き た こ と が 判 る 。 い ず れ も
点 灯 し な け れ ば 、 正 常 に 結 合 で き て い な い か 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ 及 び ／ 又 は 超 音 波 プ
ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ に 障 害 が あ る こ と が 判 る 。
（ ２ ） 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ を 結 合 し た 時 、 前 屈 み
の 姿 勢 に な る が 、 そ の 姿 勢 で イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ を 見 て 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 か 、 ス リ ー プ 状
態 か 、 正 常 で な い か が 判 る 。 従 っ て 、 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ の 表 示 部 ４ や タ
ッ チ パ ネ ル ５ の 表 示 を 見 る 必 要 が な く な り 、 操 作 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ３ ） 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ に 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ を 結 合 し た 時 の 視 界 に
イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ が 入 る か ら 、 自 然 に イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ を チ ェ ッ ク で き る 。
（ ４ ） 操 作 者 が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ を 外 そ う と し た 時 、
前 屈 み の 姿 勢 に な る が 、 そ の 姿 勢 で イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ を 見 て 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 で な く 、
ス リ ー プ 状 態 で あ る こ と を 確 認 で き る 。 従 っ て 、 伸 び 上 が っ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ の 表
示 部 ４ や タ ッ チ パ ネ ル ５ の 表 示 を 見 る 必 要 が な く な り 、 操 作 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ５ ） イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ の 点 灯 色 を 見 て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ が ア ク テ ィ ブ 状 態
か ス リ ー プ 状 態 か を 視 認 で き る 。
（ ６ ） イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ の 点 灯 の 明 る さ を 見 て も 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 １ ０ ０ が ア ク テ
ィ ブ 状 態 か ス リ ー プ 状 態 か を 視 認 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ７ ） イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ が ネ ー ム プ レ ー ト の 領 域 を 兼 用 し て い る の で 、 コ ネ ク タ ボ ッ ク
ス １ ０ の 小 型 化 に 好 適 で あ る 。
（ ８ ） イ ン ジ ケ ー タ 部 １ ５ の 点 灯 状 態 を 見 て 、 正 常 に ロ ッ ク で き た か 否 か を も 判 定 で き る
。
【 実 施 例 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ネ ー ム プ レ ー ト と は 別 の 領 域 に 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５
ａ と ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｓ と を 並 べ て 設 け て も よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｅ を 半 透 明 の ネ ー ム プ レ ー ト の 内 側 に 設 置 し 、 超 音 波 診
断 装 置 本 体 ２ か ら コ ネ ク タ 部 １ １ を 介 し て パ ワ ー が 供 給 さ れ 且 つ ス イ ッ チ １ ５ ｄ が 「 オ ン
」 な ら Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｅ を 点 灯 す る よ う に し て も よ い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｅ を 半 透 明 の ネ ー ム プ レ ー ト の 内 側 に 設 置 し 、 超 音 波 診
断 装 置 本 体 ２ か ら コ ネ ク タ 部 １ １ を 介 し て パ ワ ー が 供 給 さ れ た な ら Ｌ Ｅ Ｄ １ ５ ｅ を 点 灯 す
る よ う に し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 に 利 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に か か る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に か か る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 機 能 を 示 す 構 成 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に か か る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ３ に か か る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 機 能 を 示 す 構 成 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ４ に か か る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 機 能 を 示 す 構 成 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ 　 　 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
　 ３ 　 　 　 　 　 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ 部
　 ４ 　 　 　 　 　 表 示 部
　 ５ 　 　 　 　 　 タ ッ チ パ ネ ル 部
　 １ ０ 　 　 　 　 コ ネ ク タ ボ ッ ク ス
　 １ １ 　 　 　 　 コ ネ ク タ 部
　 １ ２ 　 　 　 　 イ ン タ フ ェ ー ス 部
　 １ ３ 　 　 　 　 信 号 処 理 部
　 １ ５ ａ 　 　 　 ア ク テ ィ ブ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ
　 １ ５ ｃ 　 　 　 イ ン ジ ケ ー タ 制 御 部
　 １ ５ ｄ 　 　 　 ス イ ッ チ
　 １ ５ ｅ 　 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ
　 １ ５ ｓ 　 　 　 ス リ ー プ 状 態 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ３ ０ 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
　 １ ０ ０ 　 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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